
(1) 担当支部： 北海道支部 12865

分水嶺区分： 2004年 5月 2日 (4)天候

積雪　0.8m
（５）参加者氏名および会員番号
ＣＬ三戸部　清文 12865

ＳＬ八木橋　貞美 13010

　　横川　政行 13564

　　大畑　博子 会友35
計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：

ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
①歩行開始点 ５４０m地点　 8:30

②分水嶺到達点 Ｐ７３０ 140 59 42 38 57.7 732 10:00 10:10 A-2

③H153 △７６２．４ 140 59 42 39 1.7 764 10:35 10:45 B-4

④ Ｐ７７６ 140 58 42 39 9.6 776 11:05 11:18 B-4

⑤ ８４９m地点 140 57 42 39 4.5 849 11:45 11:55 B-4

⑥ Ｐ８２９ 140 57 42 39 9.0 833 12:05 12:55 B-4

⑦ Ｐ７４４ 140 59 42 39 0.6 744 14:30 14:35 B-4

⑧

⑨分水嶺離別点 △７３０．２ 141 0 42 38 57.1 731 14:40 14:50 B-4

⑩歩行終了点 ５４０m地点 15:20 A-2

分水嶺距離　3.3㎞ ： その他距離　4.4㎞

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを記
入してください 点名 等級 方位

H153 △７６２．４

△７３０．２

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

Ｐ８２９地点で先に踏査した新妻支部長の標識に到達し分水嶺を結ぶ

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

　〃

蟠渓

仲洞爺

　〃

　〃

　〃

蟠渓

5時間02分総歩行時間（休憩時間を除く）：

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　

この分水嶺付近は、松・ダケカンバ･白樺と一部分に笹が有った。

①と⑥は林道上の地点。

⑨付近を南北に送電線があった。

⑤の849m付近に北海道室蘭土木現業所の河川情報システム大滝中継局ｱﾝﾃﾅ塔施設がある。

13.1

特記事項

積雪の為確認不可能

　〃

　〃

緯度Ｎ

４名

保存
状況

晴れ

　〃

壮瞥町→R453→北湯沢温泉より林道→540m地点

540m地点→P730→△762.4→P776→849m→P829→P730→P744→△730.2→540m地点

秒
高度
ｍ

事務局整理記入欄 北海道－65

名

会員番号：三戸部清文

(3)山行日：P730～H153△762.4～P829～△730.2

32.5

8

8・11

52.9

57.2

44.1

8

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

34.4

14.4

経度E

8

道の
状況

到着
時刻



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

Ｐ８２９地点で先に踏査した新妻支部長の標識に到達し分水嶺を結ぶ


